
第６学年 総合的な学習の時間 学習指導案 

 

愛媛大学教育学部附属小学校 教諭 吉岡 舞 

 

１ 単元名 道後をもっと味わおう～道後をもっと輝かせよう 

 

２ 単元の目標 

・ 道後の町の魅力や自分とのつながり、そこに携わる人々の思いや願いを理解し、よりよい町

づくりのために自分にできることが分かる。               （知識及び技能） 

・ 道後の魅力を知ったりよりよい町づくりをしたりするために必要な情報を効果的に収集、蓄 

積し、分かったことや自分の思いを相手や目的に応じて工夫してまとめたり表現したりする。                                              

（思考力・判断力・表現力等） 

・ たくさんの人とかかわりながら道後の町への愛着を深め、よりよい町づくりのために地域の 

一員として進んで携わっていこうとする。        （主体的に学習に取り組む態度） 

 

３ 単元について 

（１）児童観 

   本学級の子どもは、１学期に「持田・道後ってどんな町？」の学習を行った。最高学年と

なった今、約６年間慣れ親しんだ地域、持田や道後の町について、改めてどんな町か考えて

みた。多くの子どもたちの持つイメージは、「とても明るく素敵な町」であること。しかし、

よくわからないこと、疑問に思ったこと、あまり良くないところもあるのでは、という意見

も出てきた。そこで、実際に自分の目で見て、耳で聞いて町の様子を検証してみたところ、

「にぎやかで、きれいな町」であることを確かめることができた。しかし、その学習を振り

返り、ゲストティーチャーである道後商店街の方と話をする中で、自分たちは道後の近くで

学校生活を送っており、町のことをよく知っているつもりでも、道後温泉に入ったことがな

い、あまり訪れたことがないなど、道後の町とかかわる経験がまだまだ少ないことにも気付

いた。そのため、もっと道後を味わい、身近な地域のよさを知りたい、魅力に触れたいとい

う思いが高まっている。 

 

（２）教材観 

   前単元の学習で生まれた課題を基にして、地域のよさや自分と地域とのつながり、そこに

携わる人々の思いや願いに気付き、よりよい町づくりのために自分にできることを考え実践

しようとする子どもの姿を目指して本単元を設定した。 

   道後の町とかかわる経験がまだ少ないことが課題であると感じている子どもたちに、じっ

くりと道後の町を味わう時間を設定することは、地域の魅力を十分に感じ、愛着を一層深め

るために効果的であると考える。また、その体験を通して地域とのつながりを感じたり、人々

の思いにも触れたりして、地域ともっとかかわりたい、地域の役に立ちたいという思いも生

まれるであろう。そして、自分が地域のためにできることを考えていくなかで情報収集をし

たり、得た情報を整理し、まとめ、表現したりすることを通して、課題解決に必要な知識・

技能を身に付けさせるだけでなく、探究的な学習のよさにも気付かせることができると考え



る。また、実際に地域に出て自分にできることを実践することを通して、学びをこれからの

地域づくりや自己の生き方に生かそうとする態度も育てることができるだろう。 

 

（３）指導観 

単元の指導にあたっては、まず「道後をもっと味わう」という課題を明確にし、そのため

には何が必要か、何をすべきか見通しをもって探究活動ができるようにする。そして、自分

の“味わいたい道後”について選択し、限られた時間、予算の中で十分に体験するための情

報を収集していく。温泉や歴史、食べ物やグッズなど一人一人が思いを持った選択をできる

ようにするとともに、グループで集めた情報を持ち寄って協働的に計画を立てられるように

する。その後、実際に道後の町に出向き、いろいろな「道後を味わう」場を設定する。自由に

じっくりと散策することで、非日常を感じながら町の魅力を改めて知るだけでなく、人との

かかわりを通してその優しさや、町づくりへの思い、努力にも気付かせたい。 

   さらに、地域や人とのかかわりを通して生まれた子どもの思いや疑問から、自分たちが地

域のためにできることは何かという新たな課題を設定する。ゲストティーチャーとの対話を

重ねながら、自分たちにできることを一緒に考えていくことで、地域や人とのつながりを強

めていく。また、道後の方の「おもてなし」の心を知り、自分たちにできる「おもてなし」を

考え実践していく過程で、自ら課題を解決していく探究的な学習のよさにも気付かせたい。

単元の終末には、観光客に道後の歴史や現状を伝えたり、町の魅力を共有したりする活動を

設定する。よりよい町づくりのために地域に参画し、役立った効力感を味わうことで自信を

持ち、これからも地域の一員として、地域や人とのつながりを大切にして生きていこう、進

んで地域に参画して自分にできることを考えていこうとする気持ちを高めることができるだ

ろう。 

 

（４）ＥＳＤとの関連 

 ・本学習で働かせるＥＳＤの視点（見方・考え方） 

   ・相互性…町のよさを一層知るとともに、自分たちの生活と地域とのつながりに気付くこ

と。 

・連携性…たくさんの人たちが連携し合い、豊かな町、魅力ある町づくりに長年取り組ん

でいること。また自分たちもそれに参画していくことが大切であること。 

 

 ・本学習を通して育てたいＥＳＤの資質・能力 

  ・ つながりを尊重する態度 

    探究的な学習を通して他者とつながり、相手を尊重しながら活動する。また、自分と

地域とのつながりに気付き、地域への愛着を持ったり、自分にできることを考え実践し

ようとしたりする。 

・ 進んで参加する態度 

    自分が地域の一員であることを自覚し、地域のよさやすばらしさ、人の思いなどを理

解しようとする。 

 

 



 ・本学習で変容を促すＥＳＤの価値観 

   世代間の公正 

    先人や現代の人たちの苦労や努力によって伝統文化が守られてきたことを理解するとと

もに、これから自分たちも伝えていかなくてはならない。 

   人権・文化を尊重する 

    地域に受け継がれている様々な伝統や文化を尊重することが大切である。 

 

 ・達成が期待されるＳＤＧｓ 

    １１ 住み続けられるまちづくりを 

 

４ 単元の評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

① 道後の町の魅力や自分と

のつながり、そこに携わる

人々の思いや願いを理解

する。 

② よりよい町づくりのため

に自分にできることが分

かる。 

①対話やグループ活動で、道

後の魅力を知ったりよりよ

い町づくりをしたりする方

法をいろいろな視点から考

えている。 

②探究活動を通して必要な情

報を効果的に収集、蓄積し、

分かったことや自分の思い

を相手や目的に応じて工夫

してまとめたり表現したり

している。 

③地域に自ら出向き、地域に

ついて観光客に伝える活動

を通して、学びの成果を具

体的に実感している。 

①たくさんの人とかかわりな

がら道後の町への愛着を深

め、よりよい町づくりのた

めに地域の一員として進ん

で携わっていこうとする。 

②自己評価や相互評価、ゲス

トティーチャー等による他

者評価により、協働的な学

習のよさや自己の学び、成

長に気付いている。 

③本単元で学んだことを今後

の生活や学習でどう生かし

ていくか考え、自己の生き

方を見詰めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 単元の指導計画（全２５時間） 

次 主な学習活動 学習への支援 評価・備考 

１ 【小単元①】道後をもっと味わおう！ 

〇 １学期の学習を振り返り、課題を

確かめる。 

・道後をもっと味わいたい。 

・道後のことをもっと知りたい。 

〇 「道後を味わう」ための計画を立

てる。 

・温泉に入ってみたいな。 

・いろいろな銘菓を食べてみよう。 

〇 自由に道後を散策し味わう。 

・道後温泉は歴史を感じた。 

・アートも融合していて楽しめる町

だ。 

〇 学習を振り返る。 

・やっぱり道後は飽きない町だ。 

・人の優しさが心に残った。 

 

〇 子どもの思いから探究したい

と思える課題を設定できるよう

にするため、前時までの振り返り

等を生かす。 

〇 温泉や歴史、食べ物など一人一

人が思いを持った選択をできる

ようにするとともに、グループで

協働的に計画を立てられるよう

にする。 

〇 じっくりと散策する場を設定

し、町の魅力だけでなく、人の優

しさや、町づくりへの思い、努力

にも気付かせる。 

〇 学習を振り返り、学びの成果や

新たな課題について考えさせる。 

 

 

 

 

 

イ①② 

（思・判・表） 

 

 

ア① 

（知・技） 

 

 

ウ① 

（主体的） 

 

２ 【小単元②】道後をもっと輝かせよ

う！ 

〇 新たな課題を設定し、学習の見通

しを持つ。 

・商店街の方が優しくしてくれたこと

が心に残っている。 

・何かお返しがしたい。 

〇 自分たちにできる「お返し」を考

える。 

・地域の役に立つことは何だろうか。 

・お手伝いやおもてなしがしたいな。 

・観光客に「道後の今」を伝えること

に価値があるんだな。 

〇 「道後の今－道後温泉改修工事ス

トーリー－」を伝えるための情報を

収集し、まとめる。 

・経緯や秘密を調べよう。 

・地域の人の思いも込められているん

だな。 

〇 観光客に「道後の今－道後温泉改

修工事ストーリー－」を伝える。 

・今しかない道後を知ってもらおう。 

・道後って改めて素敵な町だな。 

〇 学習を振り返り、新たな課題を確

かめる。 

・観光客と道後の魅力を共有できた。 

・しっかり伝わったのだろうか。 

 

〇 地域のために、自分たちに何が

できるのか、地域にとって必要と

されていることは何かなど、様々

な面から探究の方向性を検討す

ることができるよう、これまでの

学習を見詰め直す時間を設ける。 

〇 専門的な立場からの意見を聞

いたり、取組に共感したりしなが

ら、協働的に、また自分事として

探究に取り組むことができるよ

うにするため、ゲストティーチャ

ーとのかかわりを設定する。 

〇 タブレット端末を用いて調べ

たり、ゲストティーチャーから話

を聞いたりしながら効果的に情

報の収集や整理・分析が行えるよ

うにする。 

 

〇 道後へ行って観光客に伝える

活動を行い、自分たちで「道後の

今」を伝えることができたという

成果を味わわせる。 

〇 よりよい町づくりのために自

分にできることを考えられるよ

うに、ゲストティーチャーや観光

客からの他者評価を返す。 

 

 

 

 

 

 

 

ア② 

（知・技） 

イ① 

（思・判・表） 

ウ① 

（思・判・表） 

ア① 

（知・技） 

イ② 

（思・判・表） 

 

 

イ③ 

（思・判・表） 

 

 

ア② 

（知・技） 

ウ①②③ 

（主体的）  



６ 成果と課題 

 本単元での学習を通して、子どもたちにどのような力が身に付いたのか、またどのような変容

が見られたのかを、先述した「ＥＳＤとの関連」に即して考察する。 

・本学習で働かせるＥＳＤの視点（相互性、連携性） 

 「道後」という地域をフィールドに、伝統文化について調べる活動、実際に見たり触れたりす

る活動、地域の魅力を五感で味わう活動を行うなど繰り返し地域

とかかわる場を設定したことにより、子どもたちは町のよさを一

層知り、自分たちにとってかけがえ

のない大切なものであるという思

いが生まれた。また、その町をつく

っていくために自分たちにもでき

ることがあると気付いたり、より

よい町にしたいという思いが高ま

ったりした。 

 

・本学習を通して育てたいＥＳＤの資質・能力（つながりを尊重する態度、進んで参加する態度） 

 地域とのつながりだけでなく、本

単元では人とのつながりも大切にし

た。一つはゲストティーチャーとの

つながりである。商店街振興組合の

方や旅館組合の方などに、道後の魅

力を聞いたり、伝える活動のアドバ

イスや評価をしてもらったりする場

を計４回設定し、継続したかかわり

ができるようにした。これにより、ゲストティーチャーとのかかわりから生まれた考え方の広が

り、より課題意識を高める姿、町づくりに取り組む姿勢への共感、一緒に頑張りたいという思い

などが見られた。 

もう一つは観光客とのつながりである。道後の魅力や現状を観光客に伝える活動を行い評価し

てもらうことで、相手を尊重しながら話そうとする姿や、人とつながることのよさを実感してい

る姿が見られた。 

 また、単元前後に子どもに行ったアンケートを比較すると、「道後を自分の町だと思う」と答え

た子どもが増え、

少しずつ道後の町

への愛着や地域の

一員としての自覚

が高まってきたこ

とが分かった。 

 

・本学習で変容を促すＥＳＤの価値観（世代間の公正、人権・文化を尊重する） 

 「道後の今－道後温泉改修工事ストーリー－」を伝える活動では、１３０年前に道後温泉本館

ＧＴ ＧＴ 

１２月 １０月 

【道後のまちについて、どのくらい「自分の町」だと感じますか？ （０…全く思わない、１０…とても思う）】 

 



が改修されたこ

とを始め、様々な

歴史や伝統、先人

の働きなどを調

べた。これまで知らなかったそれらのことが今につな

がっていることを実感した子どもたちは、道後の町へ

の見方が変わったり、より一層大切にしたいという思

いや自分たちも受け継いでいきたいという思いが高ま

ったりと変容が見られた。 

 また、単元前後に子

どもに行ったアンケー

トを比較すると、「道後

の町をよりよくするた

めに、力になれている

と思う」と答えた子ど

もが増え、主体的に地

域のよさや伝統文化を広めたり受け継いだりしようという意識が高まっていることが分かった。 

 

 一方で、課題も見えてきた。地域のゲストティーチャー３名に学習に参加していただいたが、

さらに多くの方、様々な立場の方と広くかかわることができれば、たくさんの人たちが連携し合

って魅力ある町づくりに取り組んでいることをより深く実感できるのではないだろうか。そうす

れば、自分もそこに参画していきたいという思いもさらに強くなると考える。「ＥＳＤとの関連」

が子どもの姿としてよりよく見られるような、ゲストティーチャーとの効果的なかかわり方を考

えていきたい。 

 また、評価においては育てたいＥＳＤの資

質・能力の視点を示したポジションシートを

取り入れた。これを継続し、蓄積していくこ

とで、子どもの資質・能力の獲得や変容につ

いて長期的な目で見取ることができるだろ

う。記述での自己分析も併せて行えば、より

具体的な姿を評価でき、また子どもも自己の

成長や変容を自覚することができると考え

る。単元の中

でいつ、どの

くらい評価す

るのか明確に

して取り入れ

ていきたい。 

【道後のまちをよりよくするために、どのくらい力になれていると思いますか。】 

１０月 １２月 

１０月 １２月 


